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患者の自己決定権の根拠について : 安楽死・尊厳
死を手がかりに











Der Grund der Selbstbestimmungsrechte des Patienten
aufgrund der Sterbehilfe
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　他方、ドイツでは、2013年に、患者の権利の向上のための法律（Gesetz zur Verbesserung 
der Rechte von Patientinnen und Patienten）が成立し施行された。これにより、それまで明示的
に規定されていなかった医療契約（Behandlungsvertrag）が、新たにドイツ民法典に挿入され
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